
軍川小学校のはじまり

大正６年か？

軍川地区

軍川変則小学校

　少し前の新聞で、大沼地区にある小学校３校
が統合になりそうだということを知った。驚き
である。大沼地区の小学校は歴史ある学校が多
く、大沼小学校は明治37年、東大沼小学校は
明治42年、平成18年に閉校となった西大沼小
学校も明治32年に開校と、どれも明治後半に
は開校している。写真の軍川小学校は、明治
13年に開校した大沼地区で最も古い小学校
で、開校時の大沼小学校が、軍川小学校付属の
特別教育所だったほどである。
　開校には、当時軍川村の総代を務めていた松
本左ェ門が、村の開祖といわれる林八郎兵衛な
どと協力して、村民から寄付金を募り、10坪
ほどの校舎を建設し「軍川変則小学校」とした
のが始まりであると「七飯町史」には記されて
いるが、なぜ「変則小学校」だったかについて
は、明記されていない。
　英語教育が普及し始めるた明治期、外国人教
師が英語を直接教える学校を「正則」、日本人
教師が翻訳を教授する場合に「変則」を用いた
ようであるが、軍川小学校で英語教育を行って
いたかは不明で、ことさら、なぜ「変則」とい
う名称がつけられたのか謎が残る。あるいは、
教師ではない者が教鞭をとったからだろうか。

　そもそも、小学校に限らず、軍川は大沼地区
の中でも早くに開墾が始まった場所である。こ
のあたりに居住していた「イクサンダ」という
アイヌ酋長の名にちなみ村名がついたとか、
「イイキサ」というアイヌが居住していたこと
から、このあたりを「飯草」と呼び、そこを流
れる川を「イキサ川」と呼んでいたが、転化し
「軍川」となり、川にちなんで「軍川村」に
なったともいわれる。
　集落の始まりとしては、嘉永２年（1849
年）に、下総国から林八郎兵衛らが移住し開墾
を始めたのが開基といわれ、その後、元治２年
（1865年）には、相馬藩による開拓も行われ
た。もともとは、鹿部村に属していたが、明治
2年に独立して軍川村になった。
　ちなみに撮影年代は、校舎右側の壁色が異な
ることから、教室を増築した大正６年以後か
ら、現在よりひとつ前の校舎が新築された昭和
9年までの間と考えているが、歴史を語る上で
写真は不可欠な資料だと改めて思った。
　大沼地区の小学校の統合は、時代の流れに委
ねるしかないようだが、出来ることならば、そ
れぞれの小学校の歴史が、正しい形で後世に伝
わる統合となることを願うばかりである。
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 10月の予定
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　　　　　この日は友の会の方々に、開催
中だったテーマ展『標本の博物誌』のギャ
ラリートークを行いました。展示してある
資料の解説は勿論ですが、細かな工夫を凝
らした部分の展示手法も合わせて紹介をし
ました。ギャラリートークは、全国的に行
われていますが、お客様との距離が近いの
で、忌憚のない意見や感想などを頂き、気
付くことも多々あります。歴史館では、こ
うした時間をこれからも続けていきたいと
思っています。
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　　　　　夜の博物館第３夜を行いまし
た。今回は、「ホネ」のお話。動物の頭骨
などを抱えてやって来たのは、この日の講
師、八雲町郷土資料館学芸員の大谷氏。動
物考古学が専門で、道内の発掘調査から出
土した動物のホネからわかること、例えば
同定の方法や部位の説明、鳥なら胸骨が発
達しているのが特徴で、首のホネが多いこ
とや、貝塚のお話では、貝を見分けるポイ
ントとして、殻頂部（蝶番の部分）に注目
し、右と左があり、成長線を数えて年齢が
わかるなど、興味深いことを多く教えて頂
きました。
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　突如鳴り響いた緊急警報におこされた北海道胆振
東部地震。その後、大きな揺れがおとずれ、次の瞬
間に街の灯が消えた。幸いにも当館では、大きな被
害はなかったのだが、道内の博物館関係施設の被害
も多かった。ブラックアウトになった時、ふと空を
見上げ、星の多さに圧倒された。如何に街の灯りが
明るく、そして私たちがどれだけ電気の恩恵にあず
かっているかを知った。被害に遭われた方々には、
心よりお見舞い申し上げます。　（やまだひさし）

　編 集 後 記 　～tawagoto～

27

28

26

　　　　　　ジュニア探検クラブは、「縄
文探検」と題し、遺跡発掘の予定でした
が、雨の為に中止となり、縄文文化交流セ
ンターの見学と拓本の体験を行いました。
学校の授業で縄文の勉強をした子も、そう
でない子も、近くで見るたくさんの土器や
石器、中空土偶など、実物から伝わってく
る「モノ」の力は、きっと記憶に残るは
ず。拓本の体験は、少し技術が必要で、係
の方の説明に耳を傾けながら、初めて使う
道具に悪戦苦闘の子供たち。帰館後にも学
芸員から、考古学の豆授業を受け、「古き
を知る」雨の一日が終わりました。
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素朴な可愛さが魅力
の熊ボッコ。トドマ
ツの木目を生かし、
旭川で生まれた名産
品です。事務室の入
り口に置いてありま
すのでご覧下さい

熊 ボ ッ コ


